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                     情報処理センター年報発刊当初を回想して 
 
                         情報処理センター長 安江正治 
 









 センターの活動の報告は、年報ばかりでなく情報処理センターの Web ページとしても公開されてお
り、特に概要の項目中の「概要・沿革」は興味深い内容になっている。 












TOPIC,Tohoku OPen Internet Community）と改組され、東北地域の大学や教育研究機関の中心的な
組織として地域ネットワークの発展と普及のために活動してきた。 



























 この 10 年間に新たに発生したネットワーク上の深刻な問題として見過ごすことのできないのは、利
用モラルとセキュリティに関する事柄である。特に最近は、迷惑メールやコンピュータウィルスのニュ
ースが話題になることが多い。これは、情報通信路という社会基盤の資源を浪費しているだけでなく、
被害を受けた側にセキュリティ障害、そして、心的な苦痛と時間の消耗をもたらす。 
 本センターにおいても、この問題に対応すべく、ウイルスゲートウェイの設置やコンテンツフイルタ
リング装置を導入してきた。また、メール配信のセキュリティ対策を外部からの受信ばかりでなく、学
内からの発信に対しても種々講じてきた。 
その上、鵜川教授は、迷惑メール対策として、画期的な手法--- メッセージ内容のパターン識別の手
法 ---を考案され、この対策ソフトを分かりやすいメニュー画面から各自のメール受信手続きに組み込
むことに成功した。これは、迷惑メールに対して実に有効であり、迷惑メールの受信を 1/10 程度にま
で削減できることが示されている。この手法の利用については、この年報の「センターから」の「利用
案内」の項目を参照されたい。 
 最後に、教育分野においても情報通信の進展は大きな変化をもたらしたことに言及したい。情報化と
いう社会的な変革に楽観的な見方がある一方で、人の行動様式に慎重さや思いやりといった古くから美
徳として受け継がれてきたよさが、欠けてきているのではという反省的な意見が聞かれるようになって
きた。この傾向は、SINET を管理運用していた組織「学術情報処理センター」を改革して情報系の研
究所を設立する際に名称をどうするかという議論にも伺える。この議論を経て、情報学研究所が設立さ
れた。情報学というこれまでの諸学問領域を統合し、開かれた新領域の開拓を目指している。世の中の
問題を情報処理というコンピュータを使った閉鎖系の処理で解決するのではなく、人といういわば解放
系の要素を包含したとらえ方がこれから大切になるというメッセージがこの名称に込められている。こ
の研究所の設立の頃とあい前後して、多くの大学において、人と情報との関わりに、これからの新しい
文化の創造を目指すべく、文化・人間情報学コースとか人間情報学研究科が開設されている。本学にお
いても、林竹二の精神を戴した新しい改革が、情報化の道の上に開かれてゆくことを願ってやまない。 
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